
（
賃
借
人
の
選
定
の
特
例
等
）

﹇
条
を
削
る
。﹈

第
十
条

一
般
賃
貸
人
は
、
市
街
地
再
開
発
事
業
（
都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
二

条
第
一
号
に
規
定
す
る
市
街
地
再
開
発
事
業
を
い
う
。
第
二
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
施
行

に
伴
い
自
ら
居
住
す
る
住
宅
を
失
っ
た
者
そ
の
他
の
特
別
の
事
情
の
あ
る
者
で
公
庫
が
主
務
大
臣
の
承
認
を
得

て
定
め
る
も
の
の
居
住
の
用
に
供
す
る
住
宅
を
賃
貸
す
る
事
業
を
行
う
者
に
対
す
る
法
第
十
九
条
第
一
項
第
三

号
の
規
定
に
よ
る
貸
付
け
に
係
る
賃
貸
し
よ
う
と
す
る
住
宅
に
つ
い
て
は
、
前
四
条
の
規
定
に
よ
ら
な
い
で
当

該
住
宅
の
賃
借
人
を
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

一
般
賃
貸
人
（
令
第
一
条
の
三
第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）は
、
令
第
一
条
の
三
第
一
項
第
八
号

に
規
定
す
る
資
金
の
貸
付
け
に
係
る
合
理
的
土
地
利
用
耐
火
建
築
物
等
内
に
あ
る
法
第
十
九
条
第
一
項
第
三
号

の
規
定
に
よ
る
貸
付
け
に
係
る
賃
貸
し
よ
う
と
す
る
住
宅
（
前
項
又
は
次
項
に
規
定
す
る
住
宅
を
除
く
。）に
つ

い
て
は
、
そ
の
住
宅
の
戸
数
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
公
庫
の
承
認
を
得
た
戸
数
に
つ
い
て
、
前
四

条
の
規
定
に
よ
ら
な
い
で
当
該
住
宅
の
賃
借
人
を
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

一
般
賃
貸
人
（
令
第
一
条
の
三
第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）は
、
土
地
又
は
借
地
権
を
有
す
る
者

が
当
該
土
地
に
耐
火
建
築
物
等
を
建
設
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
耐
火
建
築
物
等
内
の
住
宅
の
建
設
に
つ
い

て
法
第
十
九
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
貸
付
け
に
相
当
す
る
貸
付
け
に
係
る
賃
貸
し
よ
う
と
す
る
住
宅
に

つ
い
て
は
、
そ
の
戸
数
の
五
分
の
一
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
公
庫
の
承
認
を
得
た
戸
数
に
つ
い
て
、
前
四
条
の

規
定
に
よ
ら
な
い
で
当
該
住
宅
の
賃
借
人
を
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

第
五
条
及
び
前
四
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
つ
て
賃
借
人
を
選
定
し
た
後
に
お
い
て
賃
借
人
が
欠
け
た
場
合

に
お
い
て
は
、
一
般
賃
貸
人
は
、
第
六
条
及
び
第
七
条
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
ら
な
い
で
そ
の
空
住
宅
の
賃
借

人
を
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
賃
貸
条
件
の
制
限
）

﹇
条
を
削
る
。﹈

第
十
一
条

賃
貸
人
は
、
毎
月
そ
の
月
又
は
翌
月
分
の
家
賃
を
受
領
す
る
こ
と
及
び
家
賃
の
三
月
分
を
超
え
な
い

額
の
敷
金
を
受
領
す
る
こ
と
を
除
く
ほ
か
、
賃
借
人
か
ら
権
利
金
、
謝
金
等
の
金
品
を
受
領
し
、
そ
の
他
賃
借

人
の
不
当
な
負
担
と
な
る
こ
と
を
賃
貸
の
条
件
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

２

賃
貸
人
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
公
庫
が
主
務
大
臣
の
承
認
を
得
て
定
め
る
賃
貸
の
条
件
に
よ
る

こ
と
が
で
き
る
。

３

賃
貸
人
は
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
や
む
を
得
な
い
と
き
は
、前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

主
務
大
臣
の
承
認
を
得
て
、
賃
貸
の
条
件
を
別
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
賃
貸
条
件
）

﹇
条
を
削
る
。﹈

第
十
一
条
の
二

特
別
賃
貸
人
は
、
法
第
十
九
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
貸
付
け
に
係
る
住
宅
を
賃
貸
す

る
場
合
に
お
い
て
は
、
転
借
人
の
資
格
、
転
借
人
の
選
定
方
法
、
家
賃
そ
の
他
転
貸
の
条
件
に
関
し
、第
五
条
、

前
六
条
、
次
条
及
び
第
十
二
条
の
二
の
規
定
に
準
じ
て
賃
借
人
が
当
該
住
宅
を
転
貸
す
る
こ
と
を
賃
貸
の
条
件

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
家
賃
）

﹇
条
を
削
る
。﹈

第
十
二
条

法
第
三
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
が
定
め
る
家
賃
の
額
は
、
一
月
に
つ
き
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
額
を
合
計
し
た
額
と
す
る
。

一

公
庫
の
貸
付
金
の
貸
付
け
の
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間
（
以
下
「
当
初
期
間
」

と
い
う
。）に
あ
つ
て
は
当
該
貸
付
金
の
う
ち
住
宅
に
係
る
貸
付
金
に
相
当
す
る
額
を
当
初
期
間
の
当
該
貸
付

金
の
利
率
及
び
当
該
貸
付
金
の
償
還
期
間
の
最
長
期
間
に
よ
り
、
当
初
期
間
後
の
期
間
に
あ
つ
て
は
当
初
期

間
後
の
当
該
貸
付
金
の
う
ち
住
宅
に
係
る
貸
付
金
に
相
当
す
る
額
の
償
還
残
額
を
当
初
期
間
後
の
当
該
貸
付

金
の
利
率
及
び
当
該
貸
付
金
の
償
還
期
間
の
最
長
期
間
か
ら
当
初
期
間
を
差
し
引
い
た
期
間
に
よ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
毎
月
元
利
均
等
に
償
還
す
る
も
の
と
し
て
算
出
し
た
額
。
た
だ
し
、
中
高
層
耐
火
建
築
物
内
の
耐
火
構

造
の
住
宅
の
建
設
又
は
購
入
及
び
こ
れ
ら
に
付
随
す
る
土
地
又
は
借
地
権
の
取
得
を
目
的
と
す
る
貸
付
金
に

係
る
住
宅
に
あ
つ
て
は
、
当
該
貸
付
金
の
償
還
期
間
の
最
長
期
間
に
代
え
て
、
三
十
五
年
以
上
五
十
年
以
内

で
賃
貸
人
が
公
庫
の
承
認
を
得
て
定
め
た
期
間
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

令和年月日 木曜日 (号外特第号)官 報 


		2022-03-31T16:03:23+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	国立印刷局より署名済み




